
令和６年８月３０日   

第５１回 岡崎市小中学校 技術・家庭科作品展 

 

１ 趣 旨 ・児童生徒にものづくりの楽しさや喜びを伝え、相互に学び合う場とする。 

・家庭科、技術・家庭科の学習について、広く市民に紹介する場とする。 
 
２ 期 日 令和６年１０月１９日（土）９時～１７時      

２０日（日）９時～１３時  
 
３ 会 場 岡崎中央総合公園武道館 

（「理科作品展」・「造形おかざきっ子展」と同日開催） 
 
４ テーマ 『「技術」「家庭」は いつも私たちのそばに』 
 
５ 内 容 ★は令和６年度から、◆は令和５年度からの変更点 

（１）技術・家庭科作品展の新テーマ 

◆テーマ『「技術」「家庭」は いつも私たちのそばに』 

（２）市内小学校家庭科の授業で製作した作品を全校展示  

◆小学校全校展示（令和４年度まで小学校隔年展示 小学校作品約 400点予定） 

（３）市内中学校技術・家庭科の授業や部活動で製作した作品を展示  

◆学校ブロック展示（中学校作品約 800点予定） 

（４）★企業展示コーナー（地元企業との連携） 

・岡崎製材株式会社 ・石彫の戸松  

※企業に協力いただき、ものづくりと生活の密接な関りを学ぶことができる展示 

（５）愛教大附属特別支援学校の作品展示（令和５年度は、附属小、附属中の展示なし） 
 
６ 表 彰  出品者へ「入選」の賞状 
 
７ 準備・片付け（準備は全中学校技術・家庭科部員、片付けは、技術・家庭科主任で行う） 

（１）準 備  １０月１８日（金）・会場設営・作品搬入・作品展示 

（２）片付け  １０月２０日（日）・作品撤去・会場解体・パネル搬出・作品搬出 
 
８ その他 

（１）現職研修委員会 家庭、技術・家庭部会ホームページによる情宣 

（２）岡崎市内全校児童・生徒へチラシの配付 ← 理科部会と合同 

（３）愛産教、三教研、ＯＢ等各関係者への案内ハガキの送付 

（４）本年度の技術・家庭科作品展の特徴を報道機関へ紹介 

（５）令和６年度の特徴・展示方法の工夫点 
 

・参観者が見やすいように、学校ブロックごとに全小中学校の作品を展示 

・各校の作品の製作過程が分かるプレゼンテーションを準備し、各ブロックの 

タブレット画面に投影 

・入り口のコーナーに、作品展のあゆみや代表作品の展示、製作過程等が分かる 

パワーポイントの投影 

・会場規模に合わせて参観者に見やすい形となるように、出品作品数を各クラス 

３名程度となるように設定 

・地域企業によるものづくりと生活の関係性やＳＤＧｓの取組を紹介した企業展示 



・各ブロックの出品作品 

Ａブロック   Ｂブロック        Ｃブロック   Ｄブロック 

甲山・葵・常磐 美川・東海・河合・額田  南・竜海・城北 岩津・北・新香山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅブロック    Ｆブロック    Ｇブロック     Ｇブロック 

福岡・竜南・翔南 矢作・矢作北   六ツ美・六ツ美北  附属特別支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小学校の作品 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校代表作品コーナー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリジナルトートバッグ 組子細工を施した

LED照明 

住空間の間取り

の模型 

オリジナルウォー 

ルポケット 

 

太陽光発電を活

用したライト 

ロボットコンテ

ストの作品 
オリジナルチェア 

 

木製鍋敷きや焼き物など

な

ど 


